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朋
全
板
愛
知
大
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

上
段
【
赤
】
は
太
陽
、
中
段
【
緑
】
は
風
、
下
段
【
青
】

は
水
を
表
す
。

．
・
鱗
、
え
み
‐
，
河
●
鋼
／
：
詞
ｉ
（
！
罰
，
メ
ハ
ー
１
列
…
鑑
（
〈
蝿
＃
州
…
（
・
鰯
．
／
・
・
・
．
．
／
，
噸
録
．
：
バ
ー
到
；
／
・
企
．
列
：
澱
…
公
．
‐
蝿
準

へ
〉
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
〈
秀
》

一
・
／
・
“
／
・
砂
／
・
、
／
・
・
／
‘
．
／
‐
．
／
・
、
／
凡
輔
／
、
．
／
／
／
、
．
球
／
・
・
・
／
聖

職
平
成
妬
年
度
勝
別
功
労
表
彰
呈

愛
知
県
板
は
三
月
十
九
日
、
愛

知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
平

成
十
五
年
度
特
別
功
労
者
表
彰
式

に
於
い
て
、
「
愛
・
地
球
博
」
前

傍
感
謝
状
を
受
取
る

斎
藤
理
事
長
（
中
央
）

感
謝
状
受
賞

実
技
試
験
問
題
公
表６

月
７
日
側

学
科
試
験
９
月
５
日
⑧

合
格
発
表
Ⅲ
月
５
日
㈹

合
格
証
伝
達
式
岨
月
岨
日
㈲

名
古
屋
国
際
ホ
テ
ル

・
受
験
申
請
書
類
の
書
き
方
に
つ

い
て
詳
細
に
説
明
。

・
受
験
資
格
要
件
の
改
正
に
よ
り

今
年
度
の
受
験
者
数
は
多
く
な

る
見
込
み
で
あ
る
。

・
試
験
会
場
で
の
注
意
事
項
を
再

確
認
。

側
そ
の
他

・
県
板
共
済
に
は
委
員
全
員
が
加

入
す
る
様
に
要
請
が
あ
っ
た
。

会
・
佐
々
木
会
長
が
自
ら
県
板
事

務
局
に
お
見
え
に
な
り
協
力
の
御

礼
を
述
べ
ら
れ
た
。

当
初
、
中
央
会
か
ら
「
万
博
前

売
割
引
券
」
二
千
枚
の
販
売
取
り

纏
め
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
こ
で
組

合
員
各
位
を
は
じ
め
中
部
板
金
協

議
会
の
静
岡
・
三
重
・
岐
阜
・
福

井
・
石
川
・
富
山
の
各
県
板
に
お

願
い
し
た
。
ま
た
全
板
連
傘
下
の

全
国
県
板
に
鮪
全
板
あ
い
ち
大
会

に
参
加
と
万
博
入
場
を
セ
ッ
ト
で

企
画
さ
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。

心
配
さ
れ
た
二
千
枚
の
前
売
券

も
埼
玉
県
板
、
宮
城
県
板
か
ら
の

申
込
み
を
受
け
第
一
期
限
の
三
月

末
に
は
、
二
三
○
○
枚
を
数
え
る

成
果
と
な
っ
た
。

こ
れ
も
組
合
員
各
位
の
積
極
的

な
取
り
組
み
と
隣
県
県
板
の
多
大

な
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

売
り
入
場
券
の
販
売
に
協
力
し
た

功
績
で
「
感
謝
状
」
を
受
賞
し
た
。

こ
れ
は
中
央
会
が
毎
年
、
会
の
事

業
推
進
に
尽
く
し
た
個
人
と
組
合

団
体
を
表
彰
す
る
規
定
に
よ
る
も

の
で
、
愛
知
県
板
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
喜
ば
し
い

事
で
あ
る
。

表
彰
式
で
は
十
組

合
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
が
、
今
回
は
地

球
博
前
売
券
の
販
売

量
に
基
づ
い
て
い
る

も
の
で
、
愛
知
県
板

は
受
賞
団
体
中
ト
ッ

プ
に
名
前
を
呼
ば
れ

た
こ
と
は
、
中
央
会

加
盟
組
合
団
体
中
上

位
の
売
り
上
げ
枚
数

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

ま
た
昨
秋
、
中
央

愛知県板金工業組合
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同
日
午
後
１
時
別
分
よ
り
能
力

開
発
協
会
に
て
前
期
技
能
検
定
の

説
明
会
が
開
か
れ
、
当
委
員
会
よ

り
３
名
と
事
務
局
１
名
が
出
席
し

た
。

川
相
年
度
技
能
検
定
試
験
の
実
施

に
つ
い
て

・
日
程

受
験
申
請
受
付
３
月
鯛
日
～

４
月
２
日

実
技
試
験
日
７
月
肥
日
⑧

岡
崎
技
術
工
学
院

実
技
採
点
７
月
田
日
㈲

岡
崎
技
術
工
学
院

一
総
務
委
員
会
一

開
催
日
時
３
月
３
日
午
後
３
時

出
席
者
肥
名
全
員

、
全
板
長
崎
大
会
参
加
状
況
に
つ

い
て

・
３
月
３
日
現
在
の
申
込
人
数
は

師
名
で
、
ほ
ぼ
予
定
人
数
に
達

し
て
い
る
。

②
新
年
懇
親
会
の
反
省
に
つ
い
て

・
担
当
し
た
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
に
お

い
て
２
月
即
日
に
反
省
会
が
行

わ
れ
た
。

。
問
題
点
も
少
々
あ
る
の
で
次
回

の
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
時

に
は
改
善
し
て
い
く
。

③
全
板
長
崎
大
会
功
労
章
推
薦
に

つ
い
て

・
愛
知
県
板
よ
り
４
名
を
推
薦
し

全
板
連
に
申
請
す
る
。

側
第
調
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

・
総
代
会
に
合
わ
せ
て
、
村
上
章

氏
と
山
本
清
氏
の
受
章
祝
賀
会

を
行
う
。

・
総
代
会
当
日
の
委
員
の
役
割
分

担
を
決
め
た
。

・
総
代
会
終
了
後
の
講
演
は
埼
玉

県
板
副
理
事
長
の
平
野
氏
に
依

頼
す
る
。

講
演
テ
ー
マ

「
太
陽
・
風
・
水
と
建
築
板
金
」

｜
技
能
委
員
会
一

開
催
日
時
３
月
２
日
３
時
帥
分

出
席
者
ｎ
名 委

員
会
報
告

全国建築板金業者大会

２００ラ愛知



に
合
わ
せ
て
３
色
と
し
、
既
製

文
以
外
に
建
築
板
金
の
文
字
と

県
板
マ
ー
ク
を
入
れ
る
。

③
大
会
し
お
り
別
冊
の
作
成
に
つ

い
て

・
し
お
り
の
別
冊
を
作
成
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
と
し
て
、
挨
拶
文
、
万
博
の

内
容
、
定
光
寺
の
銅
板
葺
屋
根

の
説
明
、
メ
ー
カ
ー
や
商
社
及

び
組
合
員
の
広
告
と
す
る
。

。
Ｂ
５
サ
イ
ズ
で
約
一
○
○
ペ
ー

ジ
と
す
る
。

側
そ
の
他

・
長
崎
大
会
に
て
配
布
す
る
チ
ラ

シ
四
千
部
の
袋
詰
め
作
業
は
実

行
委
員
総
出
で
行
う
。

・
企
画
部
会
の
副
部
会
長
と
し
て

３
名
を
選
出
し
た
。
蟹
江
重
光

氏
、
吉
田
万
作
氏
、
小
野
寺
俊

一
氏
。
今
後
は
３
氏
が
作
業
を

分
担
し
て
行
っ
て
い
く
。

板第３９２号 平成１６年４月１５日（２）

庇
全
板
愛
知
大
会
実
行
委
員
会
企
画
部
会

開
催
日
時

出
席
者

欠
席

震
災
記
念
館
を

後
に
し
て
洲
本
温

泉
「
海
月
館
」
に

向
か
っ
た
。
ホ
テ

ル
到
着
後
、
す
ぐ

に
総
会
に
入
り
、

今
井
文
夫
氏
の
司

会
に
よ
り
、
斎
藤

充
昭
氏
の
開
会
の

辞
で
始
め
ら
れ
た
。

柴
田
幸
治
代
表
幹

事
と
池
田
商
店
社

長
が
挨
拶
し
て
議

事
に
入
り
一
時
間

半
程
で
総
会
を
終

了
、
部
屋
に
入
っ

開
催
日
時
３
月
妬
日

出
席
者
９
名

川
全
板
連
指
定
商
品
の
日
新
工
業

㈱
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

・
１
月
に
鉛
本
、
２
月
に
畑
本
の

購
入
が
組
合
員
よ
り
あ
り
、
そ

の
斡
旋
手
数
料
が
県
板
に
振
込

ま
れ
て
い
る
。

・
日
新
工
業
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
は

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
加
盟

の
問
屋
な
ら
ど
こ
で
も
購
入
で

き
る
。
設
計
図
に
商
品
指
定
が

無
く
、
他
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
と

価
格
に
差
が
無
け
れ
ば
、
こ
の

商
品
を
使
用
し
て
ほ
し
い
。

②
リ
フ
ォ
ー
ム
研
修
会
に
つ
い
て

・
各
支
部
へ
依
頼
し
て
８
月
ま
で

に
受
講
希
望
者
数
を
ま
と
め
る
。

一
定
数
の
希
望
者
が
あ
れ
ば
ｎ

月
に
県
板
単
独
で
研
修
会
を
開

く
。

③
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
消
費
税
法
改
正
に
つ
い
て
の
勉

強
会
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
は
当
委
員
会
で
扱
わ
な
い
。

必
要
な
ら
各
支
部
で
対
応
し
て

も
ら
う
。

。
次
回
の
委
員
会
に
は
委
員
各
自

が
今
後
の
テ
ー
マ
を
考
え
て
く

る
事
。

函

技
能
士
会
役
員
会

経
営
研
究
委
員
会

１１０３

名名月
１０
日

て
ゆ
っ
く
り
寛
い
で
、
６
時
半
よ

り
懇
親
会
が
始
め
ら
れ
た
。
池
田

商
店
社
員
の
橋
本
君
・
花
村
君
の

司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
途
中
、

阿
波
踊
り
の
シ
ョ
ー
で
は
会
員
を

交
え
て
の
賑
や
か
な
踊
り
の
輪
が

出
来
た
。
宴
た
け
な
わ
の
中
、
中

締
め
と
な
り
二
次
会
に
席
を
移
し

て
の
親
睦
会
と
な
っ
た
。

翌
日
、
淡
路
島
を
後
に
し
て
、

神
戸
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記

念
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
〔
防
災

未
来
館
〕
を
見
学
、
ま
も
な
く
加

年
に
な
る
１
月
Ⅳ
日
午
前
５
時
妬

分
、
一
瞬
に
し
て
起
き
た
大
災
害

の
様
子
を
再
現
ビ
デ
オ
や
写
真
を

見
て
、
や
が
て
起
こ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
東
海
大
地
震
へ
の
心
構

え
の
参
考
に
な
る
と
思
え
た
。
そ

し
て
加
年
た
ら
ず
で
の
素
晴
ら
し

い
復
興
の
現
実
を
見
て
人
間
の
強

さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
思
い
な
が
ら

阪
神
・
神
戸
を
後
に
し
て
帰
路
に

つ
い
た
。
熱
田
・
南
伊
藤

愛

開
催
日
時
３
月
肥
日
午
後
３
時

出
席
者
昭
名

欠
席
３
名

Ⅲ
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
企
画
作
成
に

つ
い
て

・
ポ
ス
タ
ー
の
構
図
と
し
て
、
背

景
は
名
古
屋
城
と
し
、
ポ
ー
ト

メ
ッ
セ
な
ど
や
、
愛
知
万
博
会

場
の
イ
メ
ー
ジ
図
、
定
光
寺
銅

板
屋
根
の
カ
ッ
ト
写
真
を
下
段

に
入
れ
る
。
上
段
に
は
テ
ー
マ

（
太
陽
・
風
・
水
）
を
大
文
字

で
入
れ
る
。
以
上
の
見
本
を
印

刷
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

・
ポ
ス
タ
ー
は
千
五
百
枚
印
刷
し

７
月
～
８
月
頃
に
全
国
の
県
板

に
発
送
す
る
。

側
責
任
施
工
保
証
制
度
の
「
の
ぼ

り
旗
」
作
成
に
つ
い
て

・
愛
知
県
板
独
自
の
も
の
を
一
○

○
枚
作
る
。
色
は
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
募
集
す
る
。

側
そ
の
他

・
技
能
士
手
帳
の
見
本
を
取
り
よ

せ
て
検
討
す
る
。

・
技
能
士
会
連
合
会
の
見
学
研
修

に
技
能
士
会
役
員
の
参
加
を
要

請
し
た
。

・
次
回
の
役
員
会
は
技
能
プ
ラ
ザ

説
明
会
後
に
開
催
す
る
。
プ
ラ

ザ
の
内
容
に
つ
い
て
、
表
札
や

エ
ッ
チ
ン
グ
等
の
案
を
各
自
持

ち
寄
る
。

川
技
能
士
会
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て

・
各
支
部
よ
り
技
能
士
会
代
表
を

報
告
し
て
も
ら
う
。

。
ｎ
月
６
．
７
日
に
開
催
さ
れ
る

技
能
プ
ラ
ザ
は
当
技
能
士
会
が

担
当
し
、
技
能
委
員
会
と
各
支

部
代
表
に
協
力
を
依
頼
す
る
。

②
帽
年
度
技
能
検
定
試
験
の
日
程

に
つ
い
て

③
会
員
募
集
に
つ
い
て

・
各
支
部
長
に
依
頼
し
て
新
会
員

ｑ
挨
拶
す
る
柴
田
代
表
幹
事

て
い
る
。

迎
賓
館
を
後
に
し
て
淡
路
島
に

向
か
い
北
淡
町
の
、
震
災
記
念
公

園
「
野
島
断
層
保
存
館
」
を
見
学

し
た
。
大
震
災
に
よ
っ
て
出
来
た

縦
・
横
に
ず
れ
た
断
層
の
様
子
が

保
存
さ
れ
て
い
た
。
隣
に
は
裏
庭

を
地
震
断
層
が
横
切
る
民
家
を
、

メ
モ
リ
ア
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
当
時

の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
て
「
語
り

べ
」
の
部
屋
で
は
地
震
直
後
の
体

験
談
を
語
っ
て
く
れ
て
い
た
。

駐
車
場
横
に
は
昨
年
出
来
た
風

力
発
電
用
の
巨
大
風
車
が
回
っ
て

い
た
。
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
大

自
然
の
怖
さ
と
恩
恵
を
物
語
っ
て

い
る
様
に
見
え
た
。

３
月
２
日
脚
・
３
日
㈱
に
（
池

田
商
店
）
＄
研
親
会
の
第
幻
回
総

会
を
兼
ね
た
見
学
会
が
開
催
さ
れ

た
。

バ
ス
２
台
に
、
メ
ー
カ
ー
商
社

含
め
別
名
程
の
参
加
に
よ
り
今
回

最
初
の
見
学
先
、
神
戸
「
ヨ
ド
コ

ウ
迎
賓
館
」
に
向
か
っ
た
。

迎
賓
館
は
芦
屋
の
高
級
住
宅
地

の
高
台
に
あ
り
、
旧
帝
国
ホ
テ
ル

の
設
計
で
有
名
な
、
ア
メ
リ
カ

建
築
界
の
巨
匠
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
に
よ
り
設
計
さ
れ
た

建
物
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
阪
神
大
震
災
の
後
、
３
年

程
か
け
て
修
復
さ
れ
、
水
曜
日
と

土
・
日
・
祭
日
に
一
般
公
開
さ
れ

し
参
加
者
１
号
車

罰
・
・
門
．
。
ロ
。
“
‐
も
．
“
。
．
』
‐
・
好
も
罰
．
、
咽
…
》
、
。
｛
悪
’
輔
．
索
４
．
、
叩
．
。
“
・
岨
．
．
ｑ
Ｐ
“
、
一
分

面
＄
エ
ス
ア
イ
｛
研
』
親
△
雲

》
〈
邸
。
。
。
ロ

－
。
鮎
。
稗
。
．
，
Ｄ
・
蝿
．
”
胡
’
Ｊ
北
．
．
‐
’
‐
、
４
ｑ
ｒ
心
、
餌
０
』
蛤
》
字

２
号
車
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献
血
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
。

如
回
竹
内
庵
幸
氏

釦
回
青
木
久
治
氏

加
回
平
野
安
雄
氏

加
回
平
野
伴
明
氏

ｎ
回
宮
上
芳
明
氏

皿
回
二
村
圭
亮
氏

以
上
６
名
の
受
賞
者

来
賓
で
あ
る
斎
藤
理
事
長
の
祝

辞
を
頂
い
た
。
全
板
会
館
建
設
の

負
担
金
な
ど
詳
細
な
経
過
報
告
に

併
せ
、
妬
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国

板
金
業
者
愛
知
大
会
に
当
た
り
、

大
多
数
の
参
加
の
依
頼
が
な
さ
れ

た
。

時
間
の
経
過
に
伴
い
商
社
・

メ
ー
カ
ー
の
新
商
品
の
紹
介
を
し

つ
つ
、
懇
親
会
を
同
時
進
行
、
支

部
長
の
持
ち
前
の
尺
八
演
奏
も
披

露
さ
れ
、
大
い
に
和
も
盛
り
上
が

り
爽
や
か
な
内
に
閉
会
と
な
っ
た
。

知
多
岡
戸

平
成
胆
年
度
総
会
と
親
睦
旅
行

を
出
席
者
以
名
で
、
３
月
８
日
側
、

１
泊
２
日
で
行
っ
た
。
今
回
は
飛

騨
古
川
市
の
古
い
町
並
を
回
り
、

高
山
市
内
観
光
と
萩
原
禅
昌
寺
を

参
拝
し
て
下
呂
温
泉
ホ
テ
ル
フ
ー

ゴ
に
午
後
４
時
到
着
。
温
泉
の
湯

で
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
、
ホ
テ

ル
の
会
議
室
で
平
成
過
年
度
の
総

一
宮
支
部
は
、
３
月
Ⅳ
日
に
一

宮
勤
労
福
祉
会
館
・
ア
イ
プ
ラ
ザ

一
宮
に
於
い
て
、
支
部
総
会
を
開

催
し
た
。

服
部
理
事
の
開
会
の
辞
で
始
ま

り
、
議
長
に
湯
浅
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
役
員
改
選
で
は
、
渡
辺
支
部

長
の
留
任
、
副
支
部
長
に
林
氏
、

会
計
に
山
本
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

他
役
員
は
留
任
し
た
。

総
会
終
了
後
、
斎
藤
理
事
長
の

来
賓
挨
拶
が
あ
っ
た
。
更
に
県
板

事
務
局
の
北
出
次
長
・
今
枝
事
務

局
員
を
招
い
て
、
労
働
保
険
、
全

板
国
保
を
細
か
く
説
明
し
て
頂
い

た
。

続
い
て
懇
親
会
に
移
り
、
理
事

長
以
下
、
懇
親
を
深
め
た
。

一
宮
田
中

一
一
一
一
一
一
証
一
一
一
一
一
楠
圭
一
一
一
一
韮
一
一
一
一
一
一

傍
あ
い
さ
つ
す
る
二
村
支
部
長

国

藤
和
美
校
長
、
商
社
・
メ
ー
カ
ー

に
加
え
、
多
数
の
組
合
員
の
出
席

を
頂
い
た
。

総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
理
事

で
あ
る
神
谷
恒
男
氏
の
流
暢
な
司

会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
先
ず
は
物

故
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を

祈
っ
た
。

二
村
支
部
長
が
挨
拶
の
中
で
強

調
さ
れ
た
事
は
不
景
気
の
中
、
組

合
員
同
志
が
深
く
連
携
を
保
ち
つ

つ
、
厳
し
い
現
世
代
を
乗
り
越
え

て
こ
そ
、
新
た
な
道
が
開
け
る
の

で
は
と
話
を
さ
れ
、
事
業
所
と
し

て
い
ま
何
を
す
べ
き
か
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。

引
き
続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、

理
事
の
松
本
富
夫
氏
を
議
長
に
選

任
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
も
順
調

に
審
議
さ
れ
総
て
可
決
さ
れ
た
。

今
回
は
支
部
役
員
改
選
は
な
い

が
、
地
区
の
組
長
さ
ん
は
一
年
毎

に
改
選
と
な
っ
て
い
る
。

審
議
終
了
後
、
県
板
報
告
・
青

年
部
活
動
報
告
・
献
血
活
動
報
告

が
さ
れ
、
今
回
は
一
定
の
回
数
を

窪溌漉

一
一
一
一
一
一
一
罰
一
一
一
一
琴
垂
一
一
一
一
韮
一
一
一
一
一

桜
が
咲
き
は
じ
め
る
小
春
日
和

の
中
、
去
る
３
月
訂
日
山
、
知
多

市
勤
労
会
館
「
や
ま
も
も
ホ
ー
ル
」

に
て
、
平
成
妬
年
度
知
多
支
部
定

期
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

ご
来
賓
と
し
て
県
板
か
ら
斎
藤

理
事
長
、
職
業
訓
練
協
会
か
ら
井

長
、
横
山
興
業
㈱
横
山
社
長
、
長

谷
川
豊
田
職
業
訓
練
協
会
長
、
浅

井
県
中
小
企
業
共
済
の
７
氏
が
紹

介
さ
れ
た
。

中
根
圭
介
氏
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
に
入
っ
た
。

事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、
平
成
略

年
度
、
事
業
計
画
、
予
算
が
承
認

さ
れ
た
。

議
事
の
中
で
、
妬
全
板
愛
知
大

会
へ
の
協
力
、
安
全
具
の
共
同
購

入
が
目
新
し
か
っ
た
。

支
部
創
立
帥
周
年
記
念
事
業
案

が
承
認
さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

県
板
常
務
理
事
、
青
年
部
、
技

能
委
員
会
、
職
業
訓
練
校
誰
師
、

新
班
長
の
紹
介
等
の
報
告
が
あ
り
、

来
賓
挨
拶
と
続
い
た
。

挨
拶
の
中
で
、
今
後
確
実
に
値

上
が
り
し
て
い
く
材
料
に
つ
い
て

話
し
が
あ
り
、
青
島
専
務
理
事
の

県
板
報
告
が
あ
っ
た
。

総
会
終
了
後
、
同
じ
会
場
で
伊

藤
勇
氏
、
中
根
圭
介
氏
の
両
氏
を

講
師
と
し
て
銅
板
の
折
鶴
製
作
の

実
演
が
行
わ
れ
た
。

豊
田
松
井

蕊繍

“
州
笹
詳
が
‐
恥

江
南
石
井

鍵
噂

蕊
蕊

し
総
会
風
景

３
月
別
日
出
豊
田
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
に
於
い
て
、
平
成
妬
年
度

第
妃
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

書
記
の
杉
本
忍
氏
が
司
会
を
担

当
。
出
席
者
別
名
、
委
任
状
提
出

ｎ
名
で
行
っ
た
。

赤
池
高
義
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
紹
介
に
移
り
、
斎
藤
理
事
長
、

青
島
専
務
理
事
、
西
俣
西
三
板
金

連
合
会
長
、
久
世
同
連
合
会
副
会

一
一
一
一
一
雲
一
一
一
一
掴
迄
一
一
一
韮
一
一
一
一
一
一

蕊鴬

聯……認諭…『亀癖識鎌織'１
会
を
開
催
。
支
部
長
、
圭
月
山
武
市

氏
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
事
業
報
告

と
会
計
報
告
、
又
、
肥
年
度
の
予

算
案
の
提
案
の
中
で
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
長
引
く
不
景
気
の
為
、

一
部
改
善
さ
れ
審
議
も
順
調
に
進

み
閉
会
し
た
。

滝
伸
次
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴

会
に
入
り
、
新
鮮
な
料
理
に
お
酒

も
入
り
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
く
会
話

も
は
ず
み
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後

に
三
三
七
拍
子
で
締
め
括
っ
た
。

翌
朝
は
さ
す
が
に
寒
く
ホ
テ
ル

を
９
時
に
出
発
、
２
日
目
は
美
濃

市
の
昭
和
村
へ
、
昔
な
つ
か
し
い

お
も
ち
ゃ
や
、
職
人
の
手
づ
く
り

作
業
風
景
を
見
学
し
、
昭
和
印
年

代
の
高
度
成
長
時
代
を
思
い
な
が

ら
充
実
し
た
総
会
と
旅
行
で
し
た
。

江
南
へ
は
午
後
４
時
に
到
着
し
、

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
壱
垂
一
一
一
韮
一
一
一
一
一
一

鍵
一
蓬
塞

少
あ
い
さ
つ
す
る
赤
池
支
部
長

鱗
解
散
と
な
っ
た
。

し
表
彰
風
景

妻這

妻駆

し
総
会
風
景
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現
地
で
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ッ
、
観
光
な
ど
自
由
行

動
を
取
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
用

し
て
、
あ
ち
こ
ち
移
動
し
た
。

｛
侭
旧
は
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
オ
ク
マ
リ
ゾ
ー

ト
」
で
、
こ
こ
は
本
島
の
北
部
に

あ
り
、
那
覇
か
ら
パ
ス
で
約
２
時

間
の
移
動
。
の
ど
か
な
落
ち
着
い

た
所
に
あ
り
、
の
ん
び
り
休
日
を

楽
し
む
に
は
良
い
所
と
思
っ
た
。

今
の
時
期
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

収
穫
時
期
ら
し
く
、
収
穫
を
す
る

老
人
、
沖
縄
独
特
の
住
宅
な
ど
、

沖
縄
に
触
れ
る
事
も
で
き
た
気
が

す
る
。

一
宮
支
部
は
、
２
月
７
日
に
一

宮
市
立
丹
陽
西
小
学
校
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
主
催
の
「
銅
板
レ
リ
ー
フ
教
室
」

に
参
加
し
た
。

今
回
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
迄
の
生
徒
蛤
名
、
保
護
者
８

名
の
皿
名
を
、
組
合
員
Ⅳ
名
で
指

導
し
た
。
１
月
に
開
催
し
た
青
年

部
主
催
の
「
銅
板
レ
リ
ー
フ
教
室
」

の
小
学
５
年
生
が
対
象
と
は
少
し

違
っ
て
、
学
年
に
幅
が
あ
り
、
椅

腿
に
仕
上
げ
る
の
に
、
組
合
員
の

指
導
能
力
が
問
わ
れ
た
が
、
生
徒

達
の
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
証
明
し

て
く
れ
た
。

保
護
者
の
中
に
は
、
建
築
板
金

傍
教
え
る
の
も
難
し
い
で
す

鍵

全
板
大
会
の
思
い
出
に
は
、
そ

の
道
中
や
宿
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
ハ

プ
ニ
ン
グ
そ
し
て
失
敗
が
記
憶
に

多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
空

港
に
ま
つ
わ
る
話
を
二
つ
書
く
。

①
九
州
で
の
大
会
の
時
だ
と
思
う
。

搭
乗
前
の
手
荷
物
検
査
で
ほ
と
ん

ど
の
仲
間
が
つ
か
ま
っ
た
。
そ
の

せ
い
で
長
蛇
の
列
が
で
き
、
他
の

客
が
乗
り
遅
れ
て
し
ま
う
と
言
っ

て
騒
い
で
い
た
。
原
因
は
展
示
会

場
で
タ
ニ
タ
が
配
っ
た
弾
丸
型
の

ラ
イ
タ
ー
だ
っ
た
。
結
局
、
全
員

が
没
収
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
た
。

そ
の
時
の
ラ
イ
タ
ー
を
今
持
っ
て

い
る
な
ら
お
宝
物
で
あ
る
。

②
訓
年
位
前
の
大
会
に
支
部
独
自

の
コ
ー
ス
で
加
数
名
が
参
加
し
た
。

ま
だ
飛
行
機
で
行
く
の
は
珍
し
い

頃
で
あ
る
。
名
鉄
「
西
春
駅
」
で

降
り
た
の
は
良
か
っ
た
が
、
名
古

屋
空
港
へ
行
く
バ
ス
は
「
小
牧
」

行
き
だ
と
誰
も
が
思
っ
て
そ
れ
に

乗
っ
た
。
発
車
し
て
か
ら
、
切
符

を
買
う
段
に
な
っ
て
行
き
先
が
違

う
事
を
知
り
、
あ
わ
て
て
降
り
た
。

な
ん
と
か
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
、
予
定
の
便
に
乗
れ
た
。

今
で
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ

る
。

一
局
橋

三
月
三
十
日
㈹
曇
の
ち
小
雨

三
九
二
号
編
集
会
議

広
報
委
員
八
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会
五
時
閉
会

県
板
青
年
部
一
宮
支
部
は
、
２

月
鯛
日
か
ら
３
月
２
日
迄
２
泊
３

日
で
沖
縄
に
親
睦
旅
行
を
し
た
。

参
加
人
数
は
賂
名
で
、
朝
８
時

過
ぎ
の
飛
行
機
で
、
ｎ
時
過
ぎ
に

到
着
。
愛
知
県
と
の
気
温
差
が
阻

度
位
、
空
港
に
降
り
た
時
に
、
暑

い
と
感
じ
た
。
こ
ち
ら
か
ら
は
冬

の
装
い
で
行
き
、
本
島
で
は
半
袖

で
も
充
分
な
気
温
だ
っ
た
。

可

一b可
、

銅
板
レ
リ
ー
フ

教
室
２

沖
縄

親
睦
旅
行

目

“．、而面丙霧'』
島

Ｌ_胆

画
Ｌ 戸

圃
厘
歴
一
園

西
三
板
金
連
合
会

ｎ
日
三
役
会
加
名

・
肥
年
度
事
業
計
画

岡
崎
支
部

５
日
役
員
会
躯
名

・
支
部
総
会
打
合

・
県
板
他
各
種
報
告

躯
日
通
常
総
会
記
名

碧
南
支
部

別
日
青
年
部
総
会
Ⅳ
名

豊
田
支
部

５
日
健
康
診
断
７
名

６
日
第
ｎ
回
役
員
・
班
長
会

第
娼
回
総
会
打
合

過
名

８
日
健
康
診
断
２
名

過
日
青
年
部
総
会

即
日
第
侶
回
通
常
総
会

記
名

安
城
支
部

肥
日
通
常
総
会
腔
名

西
尾
支
部

肥
日
役
員
会
焔
名

・
県
板
他
各
種
報
告
他

妬
日
如
周
年
記
念
事
業
委
員

会
ｎ
名

知
多
支
部

四
日
青
年
部
総
会

即
日
通
常
総
会

東
一
一
一
支
部

６
日
定
例
会
妬
名

週
日
役
員
慰
労
会
卿
名

（
高
千
穂
会
館
）

皿
日
青
年
部
定
例
会
９
名

舶
日
三
役
会
６
名

訂
日
青
年
部
総
会
肥
名

３
月
各
支
部
の
動
き

千
種
支
部

加
日
支
部
会
２
名

・
総
代
会
に
つ
い
て
他

東
北
支
部

皿
日
定
例
会
５
名

西
支
部型

日
例
会
皿
名

・
連
合
会
総
会
に
つ
い
て
他

中
村
支
部

別
日
定
例
会
皿
名

・
県
板
共
済
加
入
の
依
頼

昭
和
支
部

８
日
定
例
常
会
皿
名

・
基
幹
技
能
者
講
習
に
つ
い

て
他

瑞
穂
支
部

皿
日
支
部
総
会
肥
名

熱
田
。
南
支
部

把
日
月
例
会

津
島
支
部

５
日
定
例
会
８
名

塑
日
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
土
山
Ｃ
Ｃ
）

犬
山
支
部

辿
日
・
巧
日
親
睦
旅
行

（
南
知
多
方
面
）

江
南
支
部

８
日
支
部
総
会
皿
名

妬
日
定
例
会
５
名

小
牧
支
部

皿
日
定
例
会
６
名

・
支
部
総
会
に
つ
い
て
他

傍
満
足
そ
う
な
笑
顔
で
す

私
は
、
沖
縄
は
初
め
て
で
、
ホ

エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
み

に
行
っ
た
が
、
海
が
荒
れ
て
い
て

船
が
出
ず
中
止
。
レ
ン
タ
カ
ー
で

那
覇
ま
で
出
か
け
た
。

沖
縄
と
言
え
ば
、
太
平
洋
戦
争

で
唯
一
陸
上
戦
が
行
わ
れ
た
所
。

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
「
平
和
記
念
公

園
」
な
ど
戦
争
の
傷
跡
を
見
る
の

も
、
海
で
の
ん
び
り
過
ご
す
の
も

良
い
が
、
少
し
街
か
ら
離
れ
て
、

町
並
を
歩
い
て
み
る
の
も
良
い
と

思
っ
た
。

一
宮
田
中

愛

と
言
う
職
業
を
知
ら
な
い
人
が
い

る
。
青
年
部
が
主
催
し
た
小
学
校

で
も
、
教
員
が
知
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
は
寂
し
過
ぎ
る
。
も
っ
と

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
イ

ベ
ン
ト
参
加
を
し
て
、
ア
ピ
ー
ル

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
継
者
を
望
ん
で
も
、
板
金
屋
目

体
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
板
金
屋
に

は
な
れ
な
い
。
私
達
は
特
殊
な
職

業
で
は
無
い
、
ち
ょ
っ
と
ア
ピ
ー

ル
す
れ
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

一
宮
田
中


